
第３７回全国少年柔道大会島根県予選要項
１．主 催 島根県柔道連盟

２．後 援 島根県教育委員会・浜田市教育委員会・（公財）島根県体育協会
山陰中央新報社・ＮＨＫ松江放送局・ＴＳＫ山陰中央テレビ放送
ＢＳＳ山陰放送・日本海テレビ・（一社）島根県柔道整復師会

３．期 日 平成２９年３月１２日（日） １０：００～

４．会 場 島根県立石見武道館 （浜田市黒川町 3735 5０８５５－２３－７１７０）

５．参加資格 1)参加チームは２０１６年度に団体登録をしていること。また、選手はその
団体から登録をしていること。

2)参加チームの監督は指導者登録をしていること。（公認指導者資格を記入）
3)参加する選手は、原則として平成２９年４月現在で小学校 5 年生・6 年生の
男・女児童とする。但し、5 年生の補充として 4 年生をもって充てることが
できる。

６．ﾁｰﾑ編成 1)１団体１チ－ムのみ参加できる。（混成チ－ムは認めない）
2)１チームは監督１名、選手５名とする。（補員は無しとする）
3)選手の編成は、大将・副将・中堅は６年生、次鋒・先鋒は５年生又は４年生
とし、学年順に配列する。但し、１学年下の児童が１学年上の位置に出場す
ることはできる。また、選手は学年順に配列し、同学年の選手は体重順に配
列すること。（体重の重い選手が大将）尚、試合毎のｵｰﾀﾞｰ変更はできない

4)選手の変更は審判・監督会議までに届け出ること。
5)審判・監督会議後の事故等により出場できなくなった場合は欠員のままとする

７．試合方法 1)予選リーグを行い、予選 1 位のチームでトーナメント戦を行う。
2)各チーム５名の点取り対抗戦とする。
3)勝敗決定の方法は次の通りとする。

1.勝ち数の多いチームとする。
2.勝ち内容が同じときは内容（「一本勝ち」「技あり」「有効」の勝ち数）による。

試合細則 1)審判規定 国際柔道連盟試合審判規定・少年大会申合わせ事項による。
（有効または、指導２以上とする）

2)試合時間 予選リーグ 2 分間 決勝トーナメント 3 分間
判定基準 内容も同じときは代表戦を１回行い、必ず優劣を決する。

代表戦に出場する選手は、｢引き分け｣の中から抽選で 1 組を選んで行う
。

８．表 彰 第１位から第３位まで表彰する。

９．参加申込 1)締め切り 平成２９年 ２月２４日（金） 必着のこと
（大変申し訳ありませんが、準備の関係上、期限厳守でお願いします。）

2)申込先 〒 690-8519 松江市八雲台 1-1-1 松江南高等学校
岡崎 綾子 宛

3)申込用紙 別紙の所定用紙にて申し込むこと。
4)参加料 １チ－ム３０００円

同封の郵便振替用紙で申込みと同時に納入のこと。
(島根県柔道連盟 口座番号 ０１３４０－８－１０８６６３)
抽選後不参加の場合、参加料は返却しない。

10．抽 選 平成２９年２月２５日（土） １３：００～ 島根県立武道館
11．計 量 平成２９年３月１２日（日） ８：５０～９：３０ 島根県立石見武道館
12．全国大会 1)優勝チ－ムは、５月５日（子供の日）講道館で開催される全国少年

柔道大会に、島根県参加資格代表として出場する資格を与える。
2)個人試合への出場は、団体試合に出場する選手のうちから、４年生又は５年
生１名、６年生１名、計２名を参加させることができる。

13．その他 1)保険については県柔道連盟が下記のものに加入する。
死亡傷害 ５００万円
入院時 ５０００円／日
通院時 ３０００円／日

※脳しんとうについて
大会 1 ｹ月以内に受傷した者は脳神経外科の診察を受けて出場の許可を得る
大会中に受傷した者は継続して大会に出場することは不可とする
練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け許可を得る
当該選手の指導者は大会事務局及び全柔連に対して書面により事故報告書を
提出すること

問い合わせ先 島根県柔道連盟 事業部長 岡崎 綾子
松江南高等学校 ℡ 0852-21-6329 FAX 0852-21-1975



第３７回全国少年柔道大会県予選 参加申込書

団

体

名

連 氏 住 〒 ℡

絡

先 名 段 所

順序 選 手 氏 名 性別 公指 身 長 体 重 Ｉ Ｄ 番 号

監督

先鋒 4 ･ 5
年

次鋒 4 ･ 5
年

中堅 5 ･ 6
年

副将 5 ･ 6
年

大将 5 ･ 6
年

※学年は平成２９年４月現在で記入のこと。 ２月２４日（金）必着

※公指 公認指導者資格（Ａ，Ｂ，Ｃ）を記入すること。




